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HOT SHOT!!
An image of the month for AFV modelers.／宮永忠将

日本海軍の車両　第36回
［自働車から水陸両用戦車、自走砲まで］／北川誠司

ラスト・オブ・カンプフグルッペ
第101回　悪魔大隊／旅団の真実──第209突撃砲大隊／旅団──前編／高橋慶史

AFV NEWCOMERS IMPACT!
プラモウォッチャー雅（みやびー）の今月、これ作りたい。第13回
ストライカー M1296 ドラグーン・ストライカー M1128 MGS

（ボーダーモデル　1/72）／山城雅也(みやび)

アーマー of JAPAN／東郷隆・上田信

城郭模型紀行　第18回 江戸城／島 充

シリーズ陸自ウォッチング／浪江俊明

BOOK REVIEW
逆引きアクセサリー辞典 ／木内一夫

夢我夢中／田村廣幸

モテモケイロン／あんこ

帰ってきた！　沼袋戦車工廠／土居雅博

Tank game maniacs!／宮永忠将

AFV COLORING MUSEUM 第23回
イタリア軍よりドイツ軍が重宝、M42 da75/34セモヴェンテ（後編）／吉川和篤

ドラゴン社フィギュア マスターピースワークス　第3回
アメリカ陸軍 特殊部隊 デルタフォース ソマリア 1993 ／アンディ・エヴァンス

モケイネゴト／モリナガ・ヨウ
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ミニ子・デカ美の猛烈ミニスケール教室／六鹿文彦

「ミニスケール」のルーツを辿る
ハセガワ、ドラゴンがミニスケの種類を作った／ローガン梅本

元祖ミニスケモデラー松本州平 38年経ったいま／松本州平

基本中の基本 単品での楽しみ方 低カロリー編／山城雅也(みやび)

ミニスケを楽しむ人。その1 みにすけ屋
ミニスケを楽しむ人。その2 廣田雅之
小さくても見劣りしない 見映えを上げる魅せ方術／吉岡和哉	

ミニスケールだからこそ気軽に楽しめる車両 中カロリー編
／山城雅也(みやび)

ミニスケール プリティーダービー
ミニスケール参戦 各社徹底比較!
ミニスケールを作ろう！　おすすめキット紹介
ミニスケールだからできる 空間を贅沢に使ったダイオラマ
／大槻マコト

他ジャンルと絡められる楽しみ／加瀬ユウキ

小さくても盛りだくさん。そう、ミニスケならね 高カロリー編
／山城雅也(みやび)

Ride on Tanks! 番外編 
ミニスケールの戦車兵を塗装する／川野マサノリ

ミニスケ現用車両の匠　アレックス・クラークの仕事

小さくても1/35スケールに負けない魅力いっぱいの ミニスケールAFVが今、オモシロイ！

モデルカステン ラボラトリィ
読者の声
INFORMATION／読者プレゼント
次号予告・広告案内

大鎧武者は鎌倉時代の歩兵戦車／ローガン梅本

タミヤ KV-Ⅱ 新旧２つのキットそれぞれの楽しみかた
ソビエトKV-Ⅱ 戦車ギガント(タミヤ 1/35 ）／土居雅博

ソビエト重戦車 KV-2(タミヤ 1/35 ）／酒井亮太
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　AFV模型界には、飛行機やカーモデル、キャラ
クターモデルなどほかのジャンルではあまり聞かな
い言葉がある。「ミニスケール」だ。AFV模型にお
けるメインストリームは1/35スケールという認識
がモデラーの間でなんとなくあって、1/35より小
さい1/56や1/72などのスケールをAFVモデラー
は「ミニスケール」や「ミニスケ」と呼んでいる。
　本誌を含む模型雑誌の多くは、戦車模型を紹介す
る と き メ イ ン に1/35ス ケ ー ル の 作 例 を 据 え、
1/35スケールの新商品が出れば目玉商品として紹
介してきた。しかしその裏で、ミニスケールの製品
は脈々と受け継がれ、いまもなお模型界のカルチャ
ーのひとつとして確固たる地位を築いているのだ。

　今回の特集では「ミニスケール」と呼ばれる模型
の数々をクローズアップ。まず、ミニスケールにお
ける主力はどうして1/72なのか、そのルーツを探
ることから始まる。そして、手のひらより小さな模
型をリアルに仕上げるコツや、ミニスケールに魅せ
られた人々のインタビューなども掲載。「元祖ミニ
スケモデラー」である松本州平センセにも登場して
いただき、1/35スケールの最大野党として存在し
続けるミニスケールの真髄に迫る特集だ。
　「ナナニイなんて小さくてつまんない」と侮るな
かれ。最新キットのチカラと精緻な作例で、スケー
ル感の狂う写真ばかり。メインストリームの裏で牙
を研ぎ続けてきた、ミニスケールの進化をご覧あれ。

◀▼ミニスケールの最前線もご紹介。金型技術の向上や３D
プリント技術の登場で超絶進化を遂げていた！　オススメキ
ットの紹介や最新鋭キットの作例も掲載。どこをどう仕上げ
れば小さい模型を映えさせることができるの？　1/35とは
違うの？　全部まとめて解決だ！

▲ミニスケールを語る上で外せない「元
祖ミニスケモデラー」こと松本州平セ
ンセの作り起こし作例も掲載。久しぶ
りに戦車の作例に挑んでいただいた。
長年ミニスケールに親しんできた州平
センセだからこその、向き合い方やコ
ツに迫る！　

◀▼︎ナナニイのルーツはプロイセンにアリ!?　プロイセンが存在した
とき日本は江戸時代。想像していたよりも壮大な歴史が隠されていた。
なぜこのような大きさになったのか、日本に入ってきたときはどんな
感じだったのか、その知られざる秘密に迫る！　

Model by Yuki KAse


